
10年放棄されていた棚田が蘇る
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(３)シンボル生きもので地域活性化

コウノトリ （兵庫県豊岡市）
トキ （佐渡）
マガン、シナイムツゴ （宮城県大崎市）
ハッチョウトンボ （長野県飯島町）
たかしま生きもの田んぼ米 （滋賀県高島町） 等々

◆農法、生物多様性、シンボル的な生きものを活用した地域活性化



兵庫県豊岡市 コウノトリ

34年ぶりにコウノトリが里山に蘇った物語、里を飛翔する姿
年間約50万人が訪問
環境創造型農業「コウノトリ育む農法」
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栽培された米、
大豆が商品化。
地域外の企業
と提携
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三次
販売
サービス
（ツーリズム）

二次
加工

一次
農林漁業
産物
分断 交流 共創

農林漁業の六次化
（農商工連携）と、
都市と農山村の共
感・共創で、新たな
“公”、持続可能な
コミュニティを再生
する

都市と農村の関係軸の変化→

↑
一
次
産
業
の
複
次
化

アグリ・コミュニティビジネス概念図



都市と農山村が共感・共生する社会

『ロハスビジネス』P154より

都
市
の
ニ
ー
ズ

地
域
の
資
源
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2050年に向かって低炭素社会を創る

ビジョンA: 活力、ドラえもんの社会 ビジョン B: ゆとり、サツキとメイの家

都市型/個人を大事に 分散型/コミュニティ重視

集中生産・リサイクル
技術によるブレイクスルー

地産地消、必要な分の生産・消費
もったいない

より便利で快適な社会を目指す 社会・文化的価値を尊ぶ

GDP一人当たり２％成長 GDP1人当たり１％成長

絵：今川朱美

「脱温暖化2050研究プロジェクト」（国立環境研究所他）より



持続可能な社会につながるキーワード
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＜３つの思いやりに基づいた買い物・暮らし＞
次世代へ： ローカーボンライフ
途上国の人々へ： フェアトレード／支援
動植物へ： 生物多様性・生態系保護／有機農業・環境再生農業

＜内需主導の互酬経済＞
・自然エネルギーの割合、エネルギー源のオプション
・食糧、エネルギーの地域での自給
・自然資源を活用。農商工連携事業

＜幅広い市民に響く普及啓発活動＞
・ファーマーズマーケット等おしゃれで楽しいイベント、学校、企業の
CSR活動等を通じた普及啓発



トトロの住む農山村（新・上流社会）では
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トトロの世界 機会 課題と対策
（制度、技術）

政策

ローカーボン カーボンマイナス ・森林、間伐材の放置 ・Ｊ－ＶＥＲ（森林吸収）

エネルギー 小水力・バイオマス ・水利権、河川利用規
制緩和

分散型地域エネルギー
の活用促進・支援

移動
（自動車）

ＳＶＯ（ストレート
ベジタブルオイル）

・国産の精製機械 リサイクル燃料の活用促
進・支援

農業 ・遊休農地再生
・環境共生型農業
・森林酪農

・獣害対策技術（木柵）
・農業技術の普及
・遊休農地のＧＩＳ把握、
農地の賃貸借促進

・環境共生型農業（有機
農業）の支援
・和綿、絹の生産支援

林業 ・Ｊ－ＶＥＲ制度
・間伐材活用
・水源保全

・間伐材活用技術
・森林、間伐材の放置

間伐材活用割合の設定

産業 ・コミュニティビジネス
・農商工連携事業
（6次産業）

・コーディネート人材の不
足

・人材の育成支援
・グリーンツーリズム支援



コンパクトシティ（中核都市）では
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コンパクト
シティ

機会 課題と対策
（制度、技術）

政策

エネルギー／
住宅

・住居のローカーボン化
・住宅設備への自然エネ
ルギー活用
・省エネ住宅、リフォーム
・国産材の活用
・緑のカーテン、家庭菜
園による緑化

・スマートメーター等に
よるＣＯ２排出量の把
握
・太陽光以外の自然エ
ネルギーが推奨されて
いない
・国産材の利用は２割

・スマートメーター標準化
・自然エネルギーや雨水
再利用機器に補助金
・住宅売買、賃貸契約
時にエネルギー使用量
証明書発行の義務化

移動 ・公共交通機関
・自転車
・自動車（カーシェアリン
グ、ＳＶＯ）

・自転車専用道路が無
い
・ガソリン代替燃料の
選択肢を増やす

・自動車専用道路の整
備

農産物流通 ・消費者として地域の有
機農業生産者と提携、
協同購入

・ＣＳＡ（コミュニティサ
ポーテッドアグリカル
チャー）の導入

・安定的な食糧供給（野
菜工場など）と、並行し
て各地域の環境共生型
農業を支援

二地域居住 ・都市と農山村と二地域
居住

・都市農山村交流の公
共交通費が高い

・都市と農山村交流支
援




